
令和４年度さいたま市自治会電子回覧板モデル事業まとめ 

 

コミュニティ推進課 

〇 自治会電子回覧板モデル事業の概要                                      

１ 事業の経緯・目的 

当事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により、対面による自治会活動

が困難になったことが大きなきっかけとなって始まりました。令和３年度に市

内の自治会を対象に実施したアンケートにおいて、自治会活動が制限される中

でたいへん苦労されている実態が明らかになり、特に情報共有に課題があると

いう御意見が多くありました。また、コロナ禍に限らず、自治会運営に関する

課題として、自治会加入率の低下、役員のなり手がいないなどといった御意見

がありました。 

このような課題を、ＩＣＴを活用することで解決できないか、また、どのよ

うな支援が可能かを考えたところ、自治会活動に特化した専用アプリがあると

知り、導入に向けた検討を行いました。アプリの選定については、すでに多く

の自治会で運用されていることや自治会が一緒に開発して実証実験を行ったア

プリであること、個人情報保護の観点から安全性が高いことなどの理由から、

モデル事業として「結ネット」を導入することが決定しました。「結ネット」

は、会員が回覧物を電子データで確認することができるようになるほか、会議

の出欠状況も回答機能を使うことで自動集計が可能となるなど、自治会運営に

必要な機能が搭載されています。さらに、「災害モード」に切り替えることで、

自治会内での安否確認がアプリ内で行うことができるようになるなど、非常時

に自治会で活用することができる機能もあります。 

このような「結ネット」の導入により自治会活動のＩＣＴ化が進むことで、

自治会運営の負担軽減を図ること、またＩＣＴに慣れ親しんだ若い世代の自治

会加入促進を目的に当事業を実施することとしました。 

令和４年度は、自治会電子回覧板事業の本格導入に向けたモデル事業とし

て、２つの自治会にモデル自治会を担っていただきました。 

 

２ モデル自治会 

市内の自治会に一定の要件（すでに自治会内でＩＣＴを活用した取組が進ん

でいるか等）を付して公募した結果、２３自治会から応募があり、以下の２自

治会を選定しました。 

＜応募自治会内訳＞ 

西 北 大宮 見沼 中央 桜 浦和 南 緑 岩槻 計 

１ ２ ３ ２ ２ ２ １ ６ ２ ２ ２３ 

 ＜選定自治会＞   

区名 自治会名 運用開始 

南区 四谷一丁目町会 令和４年９月～ 

見沼区 東三番街自治会 令和４年１０月～ 



 

３ 事業実施期間 

令和４年９月１０日から令和５年３月３１日まで 

 

〇 令和４年度モデル事業実施結果                      

令和５年２月１８日に、モデル自治会から市内自治会向けに事業報告をして

いただいた結果及びモデル自治会から提出されたアンケート結果等をもとに以

下のとおり報告します。 

 

１ モデル自治会結ネット利用状況（令和５年２月末現在） 

自治会名 世帯数 利用者数 ログイン数 ログイン率 利用開始日 

四谷一丁目町会 １４５ １４８ １１０ ７４％ 令和４年９月１０日 

東三番街自治会 ９９ １２４ １０９ ８８％ 令和４年１０月９日 

合 計 ２４４ ２７２ 

 

自治会名 
記事発信件数（全員向け記事のみ） 

行事予定 連絡事項 地域安全 役員会 各種資料 問合せ 回覧板 合 計 

四谷一丁目町会 ７ ９ ３０ ６ ４ １１ ８１ １４８ 

東三番街自治会 ２ ３３ ４９ ２ ７ １０ ５２ １５５ 

合 計 ９ ４２ ７９ ８ １１ ２１ １３３ ３０３ 

 

２ 自治会電子回覧板モデル事業報告会（令和５年２月１８日実施） 

（１）参加者数：市内６６自治会９２名 

＜参加自治会内訳＞ 

西 北 大宮 見沼 中央 桜 浦和 南 緑 岩槻 計 

３ ２ ４ １０ ７ ４ １３ １０ ５ ８ ６６ 

 

（２）モデル自治会報告概要 

＜四谷一丁目町会（南区）＞ 

利用開始 令和４年９月～ 

アプリ登録状況 １４５ＩＤ（自治会加入世帯数 約４５０）※全体の約３２％ 

記事発信数 １４８件 

主な機能の活用状況 身近な情報の発信、アンケート機能の活用 

報告内容 

・モデル事業応募の目的は、今後の自治会運営にはＩＣＴ化

が必須と考えたため 

・発信記事の内容について未利用者を含む自治会内にアン

ケートを取った結果、防犯防災に関する記事の必要性が最

も高かった。発信回数が多すぎるといった意見があった。 

・多くの自治会でアプリを使用してもらうことで課題等を抽出

し、市民局だけではなく市全体で取り組み、より自治会の利

益にかなう仕組みを構築してほしい。 



＜東三番街自治会（見沼区）＞ 

利用開始 令和４年１０月～ 

アプリ登録状況 ９９ＩＤ（自治会加入世帯数 約１９０）※全体の約５２％ 

記事発信数 １５５件 

主な機能の活用状況 地域安全に関する記事の発信、避難・安否確認訓練 

報告内容 

・モデル事業応募の目的は、アプリで安否確認が可能となる

ことから、防災面で活用できると考えたため 

・メールで行っていた出欠確認を電子回覧板で行うことで負

担軽減が図れた。 

・コスト面、管理者の負担、ＩＣＴスキルの差を埋める必要性、

管理方法の標準化等課題がある。 

 

（３）参加自治会のアンケート結果概要 

回答数：２９名 回答率：約３２％（２９／９２名）  

・市のホームページアンケート機能により回答  

・各回答の集計結果は、百分率で表示 

・百分率は、総数ｎ値（回答数）＝２９に対する各回答実数の比率 

   ＜回答者内訳＞ 

西 北 大宮 見沼 中央 桜 浦和 南 緑 岩槻 計 

２ ０ １ ４ ４ １ ４ ６ ４ ３ ２９ 

 

・参加者の約７９％が非常に有意義、有意義だったと回答 

   ・参加者の約９３％が「とてもわかりやすかった」「どちらかといえば 

わかりやすかった」と回答 

・今後、自治会内で電子回覧板を活用したいと思うかについては、 

 わからない２０名、活用したい７名、活用したくない２名という結果 

・「活用したくない」又は「わからない」を選択した場合の理由の主な 

 ものとして、「導入したいが低コスト化が必要」「管理者の負担が懸念さ 

れる。」があった。 

・自治会内でＩＣＴを推進する体制について、参加者の約６２％が「体制は 

ないが検討」「体制が整っている」と回答。「その他」として主なものは、 

    「高齢化が進んでいるので難しい。」「属人的となっていて体制が整って 

いるとはいいがたい。」があった。 

・その他ご意見等で、「継続的な市の費用負担が必要」「デジタルデバイド 

が解消されないと導入は難しい。」「電子と紙ベースの二重の負担がか 

かる。」があった。 

 

３ モデル自治会アンケート結果 

（１）アプリを活用した効果について 

・総会議案書ポスティングの協力依頼について、回答機能を活用したところ、 

短時間で協力者が確認でき助かった（急な時にも対応可） 



・行事への出席者の事前確認ができた。 

・総会の出欠／賛否確認にも活用できた。 

  ・文書作成は引用・修正機能を活用し短時間で作成可能だった。 

  ・システム面でバージョンアップが図られ徐々に良いシステムとなりつつ 

あると感じる。 

  ・自治会内組織であるサークル内での活用はメリットがあると感じる。（回答 

機能を活用） 

  ・班長会の開催の既読率は他に比べ高く、自治会の運用するホームページの班 

長会のお知らせへのアクセスが増加した。 

  ・防災、防犯に関する記事へのアクセスが多い（記事発信の必要性が高い）。 

  ・「市のお知らせ」はタイムリーな内容のものだが発信が少ないと感じる。 

  ・繰り返し事業報告を行うなど、手間をかけたことで登録の普及が進んだ。 

 

 （２）アプリを活用した中での課題について 

  ・役員会の開催案内、議題募集、議事録確認は結ネットに変更を検討している

が未読者をなくす啓発活動が必要 

  ・特定なメンバーに発信が偏っている。市、区、消防、警察など公共性の高い

情報の発信は各部署との協力でできないか？ただし、発信が多くなりすぎる

と読んでくれない懸念もある。 

  ・「市からのお知らせ」について、市だけでなく区とも協力して発信してほし

い。 

  ・登録者の普及について目標は達成したが、来年度以降も登録者増加のため 

の啓発が必要と考える。 

  ・再来年以降は予算化が必要となるため、収支予算（例：行事費）から費用の 

捻出を検討しているが、補助金制度など費用を市で補助を要望する。 

・費用について、年額で１世帯２～３００円程度（月額自治会費程度）となら 

ないか？ 

  ・システム面で可能なことが十分理解できていないため、講習会などが必要と

考える。 

  ・発信者の偏りの解消、既読率のアップを図る必要があると考える。 

  ・ネット環境が使用できる役員とない役員への対応が二度手間となっている。 

  ・記事の発信回数が多いとの御意見があり、発信情報の選択や発信をまとめる 

工夫が必要と感じる。 

  ・県警の情報等を引用しているが、担当を介さず直接表示できる工夫が必要 

  ・加入率が高い班と低い班があるので、継続的な対応が必要 

 ・モデル事業のため、自治会メインとしたシステムでもよいが、市の総合情報 

システムの中に「自治会からのお知らせ」「〇〇町会専用」等のタグを構成 

するなどがよいのでは。 

  ・運用面ではＩＤ管理が不安である。退会管理方法の検討が必要である。 

  ・課題を徹底的に出し尽くすことが必要と考えるため、もっと多くの自治会を 

モデル自治会とするべき。 

  ・結ネット以外でも数多くの同様のシステムや LINE を活用したシステムが進 



化を遂げている状況がある。 

  ・自治会のためのシステムは、費用面を含め自治会や担当者の負担にならない 

ものでなければならないため、来年度多くの自治会に利用していただくこと 

で、よりよいシステムになるよう期待している。 

 

〇 総 括                                 

１ 成果 

令和４年度は２つのモデル自治会に「結ネット」を導入・運用していただき、

たいへん活発に御活用いただきました。両モデル自治会では、積極的な登録者の

普及啓発や非常に多くの記事の発信、市内自治会に対する報告会の実施など、電

子回覧板モデル事業に多大なる御協力・御尽力をいただきました。 

アプリの機能を使うことで、今まで紙でまわしていた回覧物をいち早く発信す

ることができ、受信者がいつでも見返すことが可能となったことや回答機能を活

用して会議や行事の出欠確認が可能となったことなど、自治会運営に役立ったと

いう御意見をいただきました。 

このように、情報伝達における迅速性・記録性等が高まったことは大きな効果

であるといえ、自治会電子回覧板は、自治会運営の負担軽減に寄与するものと考

えます。 

２ 課題 

一方で、システム面や運用面に関する課題についても多く挙げていただきまし

た。その中でも自治会の費用負担については、大きな課題と考えています。報告

会の参加者アンケートでも費用の面で導入に踏み切れないという声が多く上が

っており、補助制度など市の支援が必要との御意見が多くありました。また、運

用する管理者の負担への不安などの声もありました。ＩＤ管理や発信記事の妥当

性等の判断など、市の運用面での支援策も必要であると考えます。 

３ 令和５年度方針 

令和５年度は、モデル事業を拡大し、１０自治会程度で「結ネット」を導入・

運用していただき、新たにメリットや課題を挙げていただくことで、より自治会

のニーズに合致した自治会電子回覧板事業となるよう検証を進めます。 

また、費用負担の課題を解消するため、補助事業などの支援策を検討します。

運用面での課題については、市が主体となって管理者講習会を実施するなどの対

応を考えています。 


